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図1　過去10年の火災件数及び火災種別の推移

※世帯数・人口は令和3年12月月末現在（宮城県住民基本台帳より）
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　令和3年中における総火災件数は49件で前年より9件減少し，約7.4日に1件の割合で発生したこと

になります。

　また,市町別の火災件数は,大崎市26件(53.1%)，色麻町2件(4.1%)，加美町12件(24.5%)，涌谷町6

件(12.2%)，美里町3件(6.1%)となっています。（表1・表2）

　過去10年間の火災件数を比較すると，過去最少の件数となります。（図1）
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図2　火災発生状況

　火災種別ごとの火災件数は，建物火災が38件(77.6%)で前年より5件増加，林野火災が2件(4.1%)で

1件増加，車両火災が6件(12.2%)で3件減少，その他火災が3件(6.1%)で12件減少となっています。

（図1・図2）

図3　月別火災発生状況

　月別の火災件数は，5月に7件の火災が発生し全体の14.3%を占め，うち建物火災が6件発生してい

ます。（図3）
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２　死傷者等の発生状況

　火災による死者数は3人で，前年より2人減少しています。火災種別ごとの死者数は，建物火災が2

人，車両火災が1人となっています。

　火災による負傷者は17人で，前年より9人増加しています。火災種別ごとの負傷者数は，建物火災

が14人，車両火災が2人，その他火災が1人となっています。（図4・図5）

図4　火災種別別死傷者発生状況
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３　損害額・出火率
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表4　市町別損害額及び出火率
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表3　火災種別損害額

　火災による損害額は162,764千円で前年より97,987千円減少しました。

　火災種別ごとの損害額は，建物火災が152,067千円 ，林野火災が5千円，車両火災が2,307千円，

その他火災が8,385千円となっています。

　火災1件当たりの損害額は3,322千円で，一世帯当たりの損害額は2,092円，住民一人当たりでは

837円となっています。

　出火率をみると，大崎圏全体は2.52件/万人で，前年の2.94件/万人と比較すると0.42件/万人減少

しています。

　市町別にみると，加美町が5.43件/万人と最も高く，次いで涌谷町が3.95件/万人，色麻町が3.07

件/万人，大崎市が2.05件/万人，美里町が1.26件/万人となっています。（表3・表4・図6）
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４　出火原因

　出火原因は，「たばこ」8件(16.3%),「電灯等の配線」3件(6.1%),「放火」3件(6.1%),「ストーブ」2件

(4.1%),「煙突・煙道」2件(4.1%),「電気機器」2件(4.1%),「取灰」2件(4.1%),「焼却炉」2件(4.1%)の順

になっています。（表5）
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図7　救急出動状況
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　※大崎管内の世帯数及び人口：77,805世帯,194,501人令和3年12月末現在,宮城県住民基本台帳より)

　事故種別ごとの出動件数は，急病が5,664件(前年比321件増)と全出動件数の62.05%を占め，次い

で転院搬送の1,516件(前年比256件増)，一般負傷の1,052件(前年比100件増)，交通の423件(前年比

2件減)の順となりました。

　搬送人員は，急病5,185人(前年比217人増),転院搬送1,513人(前年比254人増),一般負傷968人(前

年比84人増),交通416人(前年比36人減)の順となりました。（表6・図7）
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第２章　救急統計

１　大崎管内における救急業務の実施状況

救急出動件数

　令和3年における救急出動件数は，9,128件(前年比706件増)で搬送人員が8,306人(前年比533人

増)となっております。これは，月平均で約760.7件，一日平均で約25.0件(57.6分に1件)の割合で

救急隊が出動し，管内の約23.4人に1人(約9.4世帯に1人)が救急隊により搬送されたことになりま

す。（表6・図7）

２　事故種別出動件数及び搬送人員状況

表6　救急出動状況
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表7　救急隊別出動状況
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　救急隊別の出動状況を前年比でみると，古川第二救急隊が146件増,古川第一救急隊が129件増,三

本木救急隊が81件増,岩出山救急隊が80件増,加美救急隊が69件増等，合計で706件増加しました。

（表7・図9）

３　救急隊別出動状況
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図9　救急隊別出動状況
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　過去10年間の救急出動件数を比較したものとなります。（図8）
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図10　市町別救急出動件数

　搬送した8,306人の傷病程度は，死亡156人，重症1,070人，中等症4,690人，軽症2,390人と診断

されています。

　死亡，重症，中等症の傷病者の割合は全体の約71.23%，入院加療を必要としない軽症の傷病者の

割合は28.77%となります。

　また，年齢別では高齢者（65歳以上）が全体の約66.69%を占めました。（図11）

５　傷病程度別，年齢別搬送人員状況

４　市町別出動状況

　市町別の出動件数は，大崎市が6,074件,色麻町が339件,加美町が1,006件,涌谷町が749件,美里町

が932件となりました。

　また，高速道(東北自動車道)への出動は28件でした。（図10）

総出動件数
9,128件

図11　傷病程度別・年齢別搬送人員状況
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　救急隊の1か月の平均出動件数は約761件で，最も多い月は8月で849件，次いで1月の832件となっ

ています。（表8・図12）

表8　月別及び事故種別毎出動・搬送等状況

６　月別救急出動状況
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図12　月別救急出動件数
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※1　大崎市民病院鳴子温泉分院，大崎市民病院岩出山分院，大崎市民病院鹿島台分院，涌谷町国民健康保険

     病院，美里町立南郷病院，公立加美病院

※2　古川民主病院，古川星陵病院，三浦病院，徳永整形外科病院，みやぎ北部循環器科,東泉堂病院

※3　救急医療告示機関「救急病院等を定める省令」（昭和39年厚生省令第8号）第1条による医療機関

　 　令和3年10月29日現在

　令和3年における大崎消防本部のドクターヘリ要請件数は60件で，救急隊と連携し現場活動を実施しているの

は43件となり，17件は救急隊の現場判断等によりキャンセルとなっています。（表9）

　収容先別の搬送人員は，大崎市民病院(救命救急センター含む)が最も多い4,557人で，その割合

は全搬送人員の54.86%となっています。

　また，大崎市夜間急患センターへ137人が搬送されました。

　大崎市民病院を除く大崎管内の救急告示医療機関には2,298人が搬送され，そのうち公立の救急

告示医療機関には1,209人が搬送されました。(図13)

７　収容先別搬送人員状況

小野田 宮崎

1件 0件 5件9件 43件3件 14件 1件

13件 60件

0件 0件 1件4件 17件

33件 7件1件 6件

0件 7件 0件 0件 3件 1件0件 0件

図13　収容先別搬送人員状況

0件 1件 2件

涌谷町 合計
古川 小牛田 南郷

0件 0件 0件 7件

大崎市 加美町
色麻町

美里町

表9　ドクターヘリ要請件数

８　ドクターヘリ要請件数状況

出動先

現場活動

キャンセル

件

0件 1件

松山 三本木 鹿島台 岩出山 鳴子 田尻 中新田

大崎市民病院本院

88人

救命救急センター

4,469人

公立救急告示医療機関※1

1,209人

その他の救急医療告示機関※2

1,089人

577人

737人

2,298人

137人

4,557人

0人 1,000人 2,000人 3,000人 4,000人 5,000人 6,000人

管外 医療機関

管内 その他の医療機関

管内 救急告示医療機関※3

大崎市夜間急患センター

大崎市民病院

10



139 0 1 0 0 0 139 90 139 139 4 0 61 0 77 0 495

618 2 4 14 0 0 97 70 321 155 2 1 64 0 255 3 851

2,854 18 38 8 0 0 0 0 497 55 0 0 0 0 978 16 1,610
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5,185 54 63 23 0 0 236 160 1,020 362 6 1 125 0 1,779 28 3,565
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９　救急隊員の行った救急処置の状況

保
温

被
覆

伝
送

　令和3年の搬送人員8,306人のうち，救急隊員が応急処置を行った傷病者は8,306人（搬送人員の

100%）で，救急処置件数は40,235件となっています。（表10）
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表10　救急隊員の行った救急処置件数
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図16　過去10年間のＰＡ連携出動件数

１０　ＰＡ連携出動状況

図15　ＰＡ連携発生場所

　ＰＡ連携とは，消防ポンプ自動車（Ｐｕｍｐｅｒ）が，救急要請内容により出動し，救急車（Ａ

ｍｂｕｌａｎｃｅ）の活動を支援する連携活動のことで，双方の頭文字から「ＰＡ」と名前をつけ

たものです。

　当消防本部では，平成18年2月1日から心肺機能停止傷病者等に，いち早く応急処置を行うため，

直近のポンプ車が救急車より先に到着すると判断した場合，ポンプ車隊を出動させ，救急活動を支

援する連携活動を行っています。

　令和3年におけるＰＡ連携出動件数は34件で前年比2件の増加となります。発生場所は，住居が26

件と最も多く全出動件数の76.5%となっています。（図14・図15・図16）

図14　ＰＡ連携署所別ポンプ車出動状況
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開催回数 受講人員 内　　　　　　容

84回 963人
心肺蘇生法（成人）・大出血時の止血等の講習
（講習時間3時間）

うちWEB講習 4回 74人 （講習時間2時間）

0回 0人
心肺蘇生法（成人・小児・乳児）・大出血時の止
血・傷病者管理・外傷手当・搬送法等の講習（講
習時間8時間）

0回 0人
事業所・地域団体等の従業員に対して，普通救命
講習を指導できるための講習
（講習時間24時間）

17回 219人
対象者を小学生中高学年以上（概ね10歳以上）と
し，カリキュラムは胸骨圧迫とＡＥＤの使用法

104回 1,777人
病気・ケガ・事故等の時，医師の治療を受けるま
での簡単な応急手当の講習

205回 2,959人

第３章　応急手当講習会等の概要

　令和3年における応急手当講習会等実施状況は，昨年に引き続き，新型コロナウイルス感染症の

感染を避けた新しい講習スタイルにより,感染防止に留意しながらの講習となりましたが,地域住

民，学校，事業所等を対象に,普通救命講習84回(963人),救命入門コース17回(219人)，応急手当講

習104回(1,777人),合計205回を開催することができ,2,959人が受講しております。

合　　計

種　　別

１　講習会の開催状況

普通救命講習会

上級救命講習会

普及員講習会

救命入門コース

応急手当講習会

表11　講習会別受講人員

　また,令和2年から新しい講習スタイルとして，ＷＥＢ講習（e-ラーニング）を導入いたしまし

た。インターネット上で応急手当の重要性や心肺蘇生法等の知識を事前に学習していただくこと

で,上級救命講習及び普通救命講習の座学講習を1時間短縮することができるようになっておりま

す。

　なお，新型コロナの感染拡大を防止するため,長時間となる上級救命講習会及び普及員講習会は

中止としております。（表11）

 13



年齢

性別

男 187 39 41 69 81 64 19 0 500

女 182 33 41 75 67 52 13 0 463

合計 369 72 82 144 148 116 32 0 963

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

男 43 11 12 9 11 6 2 1 95

女 49 13 12 15 22 10 3 0 124

合計 92 24 24 24 33 16 5 1 219

男 230 50 53 78 92 70 21 1 595

女 231 46 53 90 89 62 16 0 587

合計 461 96 106 168 181 132 37 1 1,182

合計

普及員講習会

50歳代 60歳代

救命入門
コース

普通救命講習会

上級救命講習会

40歳代種別 10歳代 20歳代 30歳代

２　性別・年齢別受講者の状況

　受講者の年齢構成は，10歳代が最も多く，次いで50歳代，40歳代の順となっています。

　性別構成は，男性が595人（50.34%），女性が587人（49.66%）となっています。

　男女共に中高生の普通救命講習会の参加者が多い結果となりました。（表12）

表12　講習会別・性別・年齢別受講人員

70歳代
80歳
以上

合　計
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男性 女性
平成9～21年 1,627 17,103 18,768 35,871
平成22年 165 1,728 1,605 3,333
平成23年 133 1,257 1,026 2,283
平成24年 152 1,455 1,508 2,963
平成25年 194 2,034 1,965 3,999
平成26年 172 1,753 1,772 3,525
平成27年 173 1,556 1,664 3,220
平成28年 146 1,380 1,270 2,650
平成29年 185 1,978 1,632 3,610
平成30年 150 1,445 1,506 2,951
令和元年 149 1,592 1,359 2,951
令和2年 103 797 543 1,340
令和3年 84 500 463 963
小計 3,433 34,578 35,081 69,659

平成11～21年 63 663 1,394 2,057
平成22年 7 68 132 200
平成23年 8 97 82 179
平成24年 7 54 123 177
平成25年 5 77 64 141
平成26年 6 47 100 147
平成27年 7 56 96 152
平成28年 8 88 113 201
平成29年 6 76 92 168
平成30年 7 47 94 141
令和元年 5 28 80 108
令和2年 1 8 9 17
令和3年 0 0 0 0
小計 130 1,309 2,379 3,688

平成12～21年 12 129 196 325
平成22年 2 7 16 23
平成23年 1 3 3 6
平成24年 3 8 10 18
平成25年 1 3 3 6
平成26年 1 3 6 9
平成27年 2 17 2 19
平成28年 1 5 2 7
平成29年 1 6 2 8
平成30年 2 2 11 13
令和元年 1 5 4 9
令和2年 0 0 0 0
令和3年 0 0 0 0
小計 27 188 255 443

平成24年 1 64 71 135
平成25年 3 52 66 118
平成26年 8 120 143 263
平成27年 6 125 113 238
平成28年 9 147 170 317
平成29年 11 206 177 383
平成30年 9 125 118 243
令和元年 40 452 502 954
令和2年 22 154 203 357
令和3年 17 95 124 219
小計 126 1,540 1,687 3,227

3,716 37,615 39,402 77,017

性別
年別 回数

３　講習会開催の推移

　平成9年から開催してきた各種救命講習会の総受講者数は，令和3年までの24年間で77,017人と

なっています。（表13）

合計

表13　講習会別開催回数・受講人員（平成9年～令和3年）

合計

救命入門
コース

上級救命講習会

普通救命講習会

種別

普及員講習会
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４　講習会の効果

　これまで実施してきた応急手当講習会等の効果として，令和3年における救急出動のうち，救急

隊が傷病者のもとへ到着するまでに家族や友人，さらには傷病者の近くにいた住民等による応急手

当が477件実施されました。（図16）

図16　住民の行った応急処置件数

　また，救急隊が搬送した272人の心肺機能停止傷病者に対して，住民等により心肺蘇生または心

マッサージが実施された傷病者は127人(46.7%)で，そのうち救急隊が傷病者を医師に引き継いだ時

点で5人(3.9%)の方の心拍が再開しました。

226

4

92

35

14

25

6
8

67

0

50

100

150

200

250

止
血

A
E
D

心
マ
ッ
サ
ー
ジ

心
肺
蘇
生

気
道
確
保

保
温

固
定

被
覆

そ
の
他

 16



第４章　救助統計

令和2年

1 7 5 4 0

令和3年

6 4 5 0

39 2 5 6 4 0

令和2年 24

比較

1 0 57

大崎市 色麻町 加美町 涌谷町 美里町 管外
高速道
（管内）

高速道
（管外）

合計

1 0 51

5 1 ▲ 1 2 ▲ 1 0 0 0 6

34 1

合計

令和3年 24 1 4 8 2 0 5 0 44

大崎市 色麻町 加美町 涌谷町 美里町 管外
高速道
（管内）

高速道
（管外）

0 0 ▲ 3 3 ▲ 2 0 5 0 3

１　救助業務の概況

表14　地区別救助出動件数前年比較（単位：件）

表15　地区別救助人員数前年比較（単位：人）

図17　種別別 救助出動件数及び搬送人員

　令和3年における救助出動件数は57件で前年に比べ6件増加し，救助人員は44人で前年に比べ3人増

加となっています。これは，約6.4日に1件の割合で出動したことになります。地区別の出動件数

は，大崎市39件，色麻町2件，加美町5件，涌谷町6件，美里町4件，高速道（管内）1件となっており

ます。（表14，表15）

　事故種別ごとでは，「交通事故」が34件と出動件数全体の59.64%を占め最も多く，続いて「建物

事故」が8件(14.04%)，「その他」が8件(14.04%)となっています。(図17・図18)

総出動件数
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57件
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２　救助人員の傷病程度

死亡 重症 中等症 軽症 その他 合計

表16　救助人員傷病程度前年比較

　救助事案で発生した傷病者の傷病程度は，死亡5人（前年比3人減），重症8人（前年比4人増），

中等症14人（前年比3人減），軽症5人（前年比3人減），その他12人（前年比8人増）となっていま

す。（表16）

図18　過去10年間の救助出動件数

令和3年 5 8 14 5 12 44

令和2年 8 4 17 8 4 41

３　救助事案発生場所

　発生場所については「その他の道路」が24件(42.11%)，次いで，「その他の屋外」が11件

(19.30%)，「内水面(河川・池等)」が8件(14.04%)となっています。（図19）

図19　発生場所別出動件数

比較 ▲ 3 4 ▲ 3 ▲ 3 8 3

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和1年 令和2年 令和3年

出動件数 69 66 85 88 83 63 48 43 51 57

救助活動件数 39 38 48 57 54 43 33 32 34 38

救助人員 43 39 62 288 62 41 37 32 41 44
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